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1. はじめに 

近年，生体情報を取得し，日常生活における健康管理，

行動支援，娯楽，医療などを目的としたシステムへ応用す

る研究が国内外でさかんに行われている(例えば[1][2])．

生体情報において重要な指標であるヒトの呼吸の流速は，

ユーザに計測機器を装着させる接触型の方法でのみ，定

量的かつ実時間での計測が可能であった．一方，筆者ら

はこれまでに，遠赤外線画像を用いた呼吸の非接触計測

に関する検討を行ってきた[3][4]．本稿では，遠赤外線画

像を用いて，鼻呼吸における流速を非接触かつ実時間で

推定する方法の実現に向けて行った基礎検討の結果に

ついて報告する． 

2. 鼻腔の温度と気温の関連性の分析 

2.1. 方法 

 遠赤外線カメラより撮影される顔面熱画像上の鼻腔の温

度と，鼻腔より吸入・排出される気流の温度(以下，気温と

呼ぶ)との関連性を分析するための被験者実験を行った．

具体的には，椅子に安座した被験者に対して，呼吸の仕

方を変えたタスクを 5 パターン(①通常呼吸，②強い呼気・

通常吸気，③弱い呼気・通常吸気，④通常呼気・強い吸

気，⑤通常呼気・弱い呼気)用意し，各タスクにおける鼻呼

吸中の気温，および，顔面熱画像より手動で検出した鼻腔

領域の平均温度を 1/15 秒間隔で 30 秒間計測した．その

他の実験条件を以下に示す． 

・呼吸計測器: ADInstruments, PowerLab 

・遠赤外線カメラ： NEC/Avio, R500Pro 

・画像解像度： 640×320[pixel](8bit, Gray Scale) 

・フレームレート： 15[fps]  

・レンズから被験者の鼻腔までの距離： 0.6m 

2.2 結果 

 被験者 13 名に対する実験結果を図 1 に示す．実験の結

果，鼻腔の温度と気温との間に，0.84 と強い正の相関がみ

られた．  

3. 鼻呼吸における流速と気温の関連性の分析 

3.1 方法 

 鼻呼吸中の呼気および吸気の流速と，気温の変化速度

との関連性を分析するための被験者実験を行った．具体

的には，2.1 と同様に 5 パターンのタスクを用意し，鼻呼吸

中の流速，および，気温を 1/15 秒間隔で 30 秒間計測した．

計測は 2.1 と同様の機器を用いて行った．なお，個人差の

影響を考慮して，被験者ごとに計測結果の正規化を行っ

た． 

 
図 1. 鼻腔の温度と気温の散布図 

3.2 結果 

 被験者 13 名に対する実験結果を図 2 に示す．実験の結

果，流速と気温の変化速度との間に，0.74 と強い正の相関

がみられた．  

 
図 2. 気温の変化速度と流速の散布図 

4. まとめ 

 本稿では，鼻呼吸の流速を推定する手法の実現に向け

て，2 種類の実験を行った．これらの実験の結果より，遠赤

外線画像を用いることで，鼻呼吸の流速を非接触かつ実

時間で推定できる可能性が示唆された． 
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